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クマ出没時の対応マニュアル 

 

               熊の出没情報 

 

 

緊急対応が必要か  必要ない 

 

      必要 

登
校
前 

(１)職員の緊急招集、情報共有と対応協議（校長・教頭） 

(２)通学路の安全確保（登下校班担当と校長・教頭で必ず） 

 ・職員による巡回・立哨・出迎え等（職員） 

 ・警察・登下校見守り隊への支援要請（校長・教頭） 

 ・町教委への連絡（校長・教頭） 

(３)保護者への連絡(保護者連絡ツール tetoru等)（教頭） 

 ・学校が得た情報を正確に伝達 

 ・登校時の注意事項指示 

 ・必要に応じて、付き添いや見守り等の依頼 

 

在
校
時 

(１)児童の安全確保（各職員） 

 ・全員の所在確認 

 ・放送による屋内への避難及び待機指示、出入り口や窓等の施錠確認 

 ・屋外での活動の制限 

(２)職員間での情報共有と対応協議（校長・教頭） 

 ・町教委への連絡 

(３)通学路の安全確保 

・職員による巡回・立哨・出迎え等（通学班担当） 

 ・警察・登下校見守り隊への支援要請（教頭） 

(４)児童への連絡（生徒指導部） 

 ・休憩時間の過ごし方の指導 

 ・下校時の注意事項伝達 

 ・下校時刻および下校方法(集団下校、保護者への引き渡し等)の確認 

(５)保護者への連絡（校長・教頭） 

 ・学校が得た情報を正確に伝達 

 ・学校の対応 

 ・下校時刻および下校方法(集団下校、保護者への引き渡し等) 

 ・必要に応じて、迎えや見守り等の依頼 

(学校付近や主要通学路に、熊が出没中の場合や人的被害が発生している場合など) 

最新情報の収集及び状況に応じて、保護者、町教委、

警察、登下校見守り隊等、関係機関との連携 
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継
続
対
応 

(１)保護者への連絡(保護者連絡ツール tetoru等) 

 ・最新情報の提供 

 ・翌日の登校方法等 

 ・学校が実施する通学路の安全対策 

 ・休日等、校外での過ごし方の指導 

 ・不安を訴える児童の確認と心のケアの依頼 

 

 


